
取付説明書

LEVORG Rear Diffuser VN5 2020.11～
構成部品

取付作業者様へ

取付要領

塗装前作業

塗装後取付

2111.01

リアディフューザー本体
ネット一式
タッピングスクリュー (M4x16)
タッピングスクリュー (M5x12)
両面テープ (厚さ 0.8mm 幅 10mm 長さ 150mm)

バックフォグ本体 (別売 )
ステー ( 別売 )
ボルトナット (M6x15)( 別売 )

製品を取り付ける前に必ず仮フィッティングを行ってください。
尚、多少の加工が必要になる場合がございます。
塗装後及び車両取り付け後の不具合の返品には応じられません。
ご注意ください。
本製品を装着前に落下させたり、装着時に無理なチカラを加えると、
装着不良による走行中の脱落や破損、事故、故障の原因となる可能性があります。
取り扱いには十分に注意してください。
本書の記載事項に従わない取り付け、取り扱いを行った場合、車両本体への
不具合があるだけではなく走行中の脱落や破損、事故、故障の原因となる可能性が
ありますので絶対に行わないでください。

取付前に必ず本書をお読み頂きまして、正しい取り付けを行ってください。内容に関しましてご不明な点がある場合は、お買い求め頂きました販売店までお問い合わせ頂き、
よく理解された上でお取り扱いください。取り付け後は本書を必ずお客様にお渡しください。

作業前に誤ってボディー等へ傷を付けないよう、マスキングテープ等で保護を行ってください。
製品を車両を仮組みしてください。 ※バラツキが確認された場合は、必要に応じてヤスリ等での調整を行ってください。
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純正バンパー

製品とバンパーの境界線
基準線

次ページ参照：バックフォグ取付時切除範囲

境界線から下10mmの位置

Rの終わりから外へ100mm
境界線から下25mmの位置

1815mm
幅(W)…width

高さ(H)…height

奥行(D)…depth
670mm

105mm

製品寸法

図の　　位置に両面テープを貼り付けてください。
　貼り付け面の脱脂処理を必ず行ってください。
　気温が低い場合はドライヤー等を使用し温めてから貼り付けてください。
　両面テープの剥離紙をすべてめくらず、折り曲げた状態で車両に仮組みし、
　全体のバランスを調整・確認、剥離紙をはがし、圧着してください。
　貼り付け後 24時間は放置し、洗車等を控えてください。

図を参考にディフューザーを車両に仮止めし、製品との境界線にマスキングテープを貼り、
製品とバンパーの境界線をマーキングしてください。(次の手順での基準線になります )

手順②で描いた境界線を基準に図で示す位置にマーキングし、
3mmの下穴 6箇所を純正バンパーに開けてください。

①

②

③

※右側も同様に下穴を開けてください。

※均等に中央 4箇所に下穴を開けてください。

タッピングスクリュー
M4x16 2箇所

タッピングスクリュー
M4x16 2箇所

タッピングスクリュー
M4x16 4箇所

純正クリップ4箇所

　  注意
タッピングスクリュー
M5x12 外側に使用

剥離紙を全てめくらず固定位置へ。
全体のバランスを調整後、抜き取るように剥がし圧着。

両面テープ

　  注意
タッピングスクリュー
M5x12 外側に使用

10mm

100mm25mm



取付要領

ROWEN事業部
〒473-0939　愛知県豊田市堤本町山畑 7番地
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リアディフューザー

※図は左側を表しています。右側も同様に作業を行ってください。

タイヤハウス内

車両前方

タッピングスクリュー
M4x16 2箇所

タッピングスクリュー
M4x16 2箇所

純正クリップ4箇所

バンパー裏から
タッピングスクリュー6箇所
中央4箇所 M4x16
外側2箇所 M5x12

剥離紙を全てめくらず固定位置へ。
全体のバランスを調整後、抜き取るように剥がし圧着。

両面テープ

タッピングスクリュー
M4x16 左右2箇所

純正リアバンパー

切り欠き部分

■別売 バックフォグ取付時切除範囲
車両中心

オプションのバックフォグを取り付ける場合は
図を参考に純正バンパーの中央を切り欠き加工してください。

製品を車両に当てがい切除範囲を確認しながら
作業を行ってください。
車両中心から左右に 140mm
バンパーのプレスラインから前下方 110mmの範囲で切り取ってください。

付属のステー x2とM6ボルトナットを使用し、
バックフォグを取り付けてください。

①

②

③

中央のタッピングスクリュー6箇所中、
外側2箇所は製品側が薄く、M5x12以外を
使用しますと貫通し、製品表面に出てしまいます。
必ず、M5x12を使用してください。

注意

製品を当てがい、手順③で開けた下穴の位置 6箇所にタッピングスクリュー (2種 ) で固定、
左右下側の 4箇所をタッピングスクリューで固定、中央 4箇所を純正クリップで固定してください。

図を参考にタイヤハウス内 2箇所を付属のタッピングスクリューで固定してください。

手順①で貼り付けた両面テープの剥離紙を外し、圧着してください。

取り付け後 100km～200km走行後、再度取り付けの状態を確認し
必要に応じて増し締め等行ってください。

④

⑤

⑥

⑦


